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研究成果の概要（和文）：漢字仮名交じりの文章を表音文字である点字にそのまま点訳すると、文字数が増大し文書量
が過大になる。加えて、表音文字である点字では同音異義語や敬語が理解の妨げとなる可能性がある。そこで本研究で
は、通常の医療文章から視覚障害の患者が理解しやすい簡潔な点字文章への自動変換の実現を目的に、文章表現の解析
とプログラムの研究開発に取り組んだ。その結果、形態素単位での削除や言い換えに加え、構文の単位である文節の削
除をプログラムに実装する必要性を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：As Japanese Braille are phonograms, translation of normal text into Braille 
causes increase of letters and makes it difficult to understand the words which sounds the same but means 
different. The purpose of this study was to utilize morphological analysis and syntactic analysis for the 
rule-based program which summerizes medical texts before translating into Braille. Our results revealed 
that deletion of Japanese phrase which we call "Bunsetsu" is needed in addition to deletion and rewording 
of morphemes.

研究分野：看護学
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１．研究開始当初の背景	
 

平成 10 年、厚生省（当時）は視覚障害者へ

の服薬指導に点字による薬剤情報提供が望

ましいと通達し、その後社会保険診療報酬で

も点字による薬剤情報提供料の加算が可能

となった。しかし通達された点字での情報提

供は、実質的には努力目標にすぎず、点字で

の薬剤情報提供料（10 点または 15 点）では

点字化に要するコストをカバー出来ない。米

英では「Americans	
 with	
 Disabilities	
 Act	
 

(ADA) （ 障 害を持つアメリカ人法）」、

「Equality	
 Act	
 2010（英国平等法）」に基づ

き視覚障害者への晴眼者同様の情報保障が

義務づけられている。我が国でも平成 25 年

に「障害を理由とする差別の解消の推進に関

する法律」が成立し視覚障害者への「合理的

な配慮」が求められるようになったが、視覚

障害者への情報保障は不十分で遅れており、

今後対応していく課題といえる。	
 

	
 これまでに我々看護部は医療情報部と共

同 で 、 自 動 点 字 翻 訳 プ ロ グ ラ

eBraille(http://ebraille.med.kobe-u.ac.

jp/)を研究開発し無償で公開している（図 1）。

そして平成 20 年度から、このプログラムを

用いて点字版の外来・入院案内の院内設置や

点字によるがんの疾病情報提供等の情報保

障に取り組んできた。その過程で、点訳後に

文書量が約 2〜3 倍に増大する問題が判明し

た。そこで、本研究の研究協力者が科学研究

費補助金（奨励研究 24933012）で点字文章表

現の解析に取り組み、点字が表音文字である

が故に同音異義語や敬語の部分で誤解が生

じる可能性を明らかにした。この結果は、点

字文書提供の実用化には点訳前の文章の簡

略化と語句の言い換え等の工夫が必須であ

る事を意味している。そこで、点字による簡

潔明瞭な文章表現方法を明らかにする事で、

点字翻訳用の文章へ変換するプログラムを

実現し、患者サービスとしての点字による視

覚障害者への医療情報提供の自動化を目標

とする、本研究開発を着想した。	
 

	
 

	
 

２．研究の目的	
 

本研究の目的は、視覚障害を有する患者が理

解しやすい点字の医療文書への自動変換の

実現である。通常の漢字仮名混じり文をその

まま点訳した場合、点字は表音文字であるた

めに文字数が増大し文書量が過大になると

共に、同音異義語や敬語は理解を妨げる可能

性が高い。そこで、点字文書に最適な文章表

現の解析、点字文書向け表現に自動変換する

プログラム（医療文章自動変換プログラム）

の研究開発、を実施する。本研究の結果、本

院で開発中の自動点字翻訳プログラムとの

統合運用で点字文書提供が自動化され、医療

従事者が簡単に点訳可能となる。そして、安

心安全な医療に重要な情報保障を、視覚障害

の患者への提供に道を拓く。	
 

	
 

	
 

３．研究の方法	
 

既に我々が作成した点字版の外来案内と入

院案内は、点訳前に人間が簡潔で明瞭な表現

に修正したものである。そこで、これらの晴

眼者向けの文章（修正前の文章）と点字文の

文章（修正後の文章）の対約 500 文を対象に

医療文章表現の解析に取り組んだ。	
 

	
 修正前と修正後の医療文章は形態素解析

ソ フ ト

MeCab(http://mecab.googlecode.com/svn/t

runk/mecab/doc/index.html)および係り受

け 解 析 ソ フ ト

CaboCha(http://taku910.github.io/caboch

a/)で解析し、各々の解析結果を比較するこ

とで医療文章自動変換プログラムに実装可

能な形態素や文節の違いを分析した。図 2に、

形態素解析や係り受け解析の例を示した。ま

た、これまでに作成した文章表現変換プログ

ラムの変換誤りも解析した。	
 

図 1	
 	
 自動点字翻訳プログラム eBraille	
 

 



 

 

	
 

	
 

	
 

４．研究成果	
 

(1)	
 形態素解析結果	
 

プログラムの変換規則に利用可能なデータ

は変換対象の語句とその前後の形態素の品

詞、品詞細分類、活用形、活用型、原形だっ

た。簡潔な文章への変換には「ご相談」や「予

約されている」等の敬語の簡略化、「わから

ない」を「不明」へ変換するなど和語から漢

字熟語への変換、不要な語句の削除などが有

効である事が示唆された。我々が開発した文

章表現変換プログラムは品詞情報に基づい

て形態素単位で語句を変換しており、その変

換規則は主に敬語の簡略化や動詞の言い換

えである。このプログラムの変換精度の評価

で誤変換と判定された事例を精査したとこ

ろ、規則適用条件の厳格化や規則適用の優先

度の変更が必要であることが明らかになっ

た。なお、格助詞「を」の有無で誤りと判定

された事例があり、文章の意味の点で相違が

ないことから正解とすべきと考えられた。	
 

	
 

(2)	
 構文解析結果（係り受け解析結果）	
 

修正前後の文章で文節単位の圧縮や係り受

け関係を持つ文節の距離の違いがあり、これ

らも変換規則に反映させる必要があること

が明らかになった。文節数の比較では修正後

の文章が修正前の約 8割であったため、文節

の削除もプログラムの規則として有効であ

ると考えられた。以下に文節削除の例を示す。	
 

	
 

（修正前の文）	
 

文書による｜紹介状の｜ある｜場合と｜な

い｜場合では、｜	
 

	
 

（修正後の文）	
 

紹介状が｜ない｜場合は、｜	
 

	
 

（「｜」は文節の区切りを、下線部は削除さ

れた文節を指す）	
 

	
 

	
 また、冗長な文を判定する指標として 1文

に含まれる文節数を比較解析した。1 文中の

平均文節数は、修正前の文章の場合外来案内

で約 6文、入院案内で約 6.6 文、修正後の文

章では、外来案内で約 5.4 文、入院案内で約

5.1 文であった。そこで冗長な文の基準を平

均文節数の約 2 倍と仮定して 1 文中 10 文節

以上の文の数を調べ、これらの文章が全体に

占める割合を比較した。その結果、修正前の

文章よりも修正後の文章の方が当該文章の

全体に占める割合が小さかった。同様に、係

り受け関係を持つ文節間の距離の比較にお

いても、10 文節以上離れた文章の数が全体に

占める割合は修正後の文章の方が小さい傾

向であった。	
 

	
 本研究の結果を基にプログラムの変換規

則を改良するには、同音異義語に留意しつつ

和語から漢字熟語へ変換する等の形態素単

位での語句の言い換えに加えて、文節の削除

など構文情報を利用した規則の実装が考え

られた。前者は言い換えのデータベースが必

要であり、後者は文節間の係り受け関係の情

報を利用して削除対象の文節を判定する必

要があると結論した。	
 

	
 ところで、本研究の成果は患者用クリニカ

ルパスの点字化にも利用可能である。患者用

クリニカルパスは、患者に手渡す文書として

重要であり、これを点字で提供することは

「障害を理由とする差別の解消の推進に関

する法律」で求められる視覚障害者への「合

理的な配慮」を可能にする。今後も視覚障害

の患者者への情報保障に向けて研究に取組

みたいと考えている。	
 

	
 なお、本研究成果の一部を第 14 回日本ク

リニカルパス学会学術集会で発表し、優秀賞

および座長賞を共同受賞した。	
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